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緊急通報に係る標準インターフェイスに関する検討状況

① 標準インターフェイス（IF）において具備すべきセキュリティ機能等

② 緊急通報サービスと指令システムをつなぐネットワークの敷設方法

③ 各緊急通報サービスと各指令システムの通信を一元的に集約するゲートウェイの要否

④ 映像伝送等に用いられるSIPサーバの配置箇所

○ 第７回会合における議論を踏まえつつ、緊急通報に係る標準インターフェイスの実証事業フェーズ２として、標準イ
ンターフェイスの仕様に関する技術検討及び標準仕様書素案の作成を進めている。具体的な検討事項は、以下のと
おり。

１．標準仕様の検討

① 令和４年度中に作成した基本設計書類の関係者確認、確認結果を踏まえた標準仕様書（素案）
の作成

② 詳細な技術検討結果を踏まえた標準仕様書（素案）の作成

２．標準仕様書素案の作成
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モバイル網に係る標準インターフェイスに関する検討状況

○ モバイル網に係る標準インターフェイスについては、指令システム及び消防救急デジタル無線とIP無線間の音声接
続に関するものと、指令システムとそのベンダーと異なる社が製造したAVM間の接続に関するものを対象に検討中。

○ IP無線については、標準インターフェイスの仕様書（素案、資料８－６参照）を完成させたところ、令和５年度中に関
係者による素案の確認や更新等を行い、最終化を目指す。

○ AVMについては、消防本部から挙がったニーズ等を踏まえ、現状と課題を整理し、標準インターフェイスとして整備
する箇所を検討した。

■参考：AVMに関する消防本部の課題・ニーズ
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69% 17% 8% 3% 0% 3%

【問】〈回答数：727〉
(11)車載端末(AVM)について、汎用品の活用などにより導入や
維持管理に係る費用を抑制することができないか。

※消防指令システムの高度化等に向けた検討会（資料２-２)より

全体の86%が車載端末(AVM)は汎用品の活用などにより、
導入や維持管理に係る費用を抑制したいと回答している。







【参考】AVMの機能・連携データ

○ AVMの機能、連携データの整理結果は、以下のとおり。

○ 標準インターフェイスにおける定義範囲（標準化する機能やデータの範囲）は消防本部等の意見を踏まえ検討して
いく予定。
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AVMに係る機能一覧（一部抜粋）

#
機能 連携データ 機能概要

ＡＶＭの機能

1 車両動態情報送受信機能 車両動態情報 管理装置は車両運用端末装置(及び車外設定端末装置)と車両の動態情報を送受信し、自動出動指定装
置及び映像制御装置と連携して車両運用表示盤及び自動出動ディスプレイに表示する。

2 表示確認信号送信機能 表示確認信号 管理装置は車両運用端末装置より送られてきた動態信号を良好に受信できた時、車両運用端末装置に
対して表示確認信号(アンサーバック信号)を送信する。表示確認信号送信時に、時間情報を付加して伝
送することが可能。

3 車両位置情報受信機能 車両位置情報 管理装置は車両運用端末装置から車両の位置情報を受信後、自動出動指定装置及び映像制御装置に
連携して自動出動ディスプレイに表示する。

4 自動隊編成・出動指令情報
送信機能

出動指令情報 管理装置は自動出動指定装置と連携し自動隊編成を行い、出動指令情報を車両運用端末装置に送信す
る。

5 メッセージ送受信機能 テキスト情報 管理装置は車両運用端末装置とメッセージを送受信し、自動出動指定装置に連携する。

6 傷病者情報入力・報告機能 傷病者情報 管理装置は車両運用端末装置から傷病者情報を受信し、自動出動指定装置に連携する。

7 病院情報入力・報告機能 病院情報 管理装置は車両運用端末装置から病院と交渉した結果を受信し、自動出動指定装置に連携する。

8 時刻一元管理機能 時刻情報 管理装置は自動出動指令装置等と時刻一元管理を行い、時刻補正を自動的に行う。

9 地図等表示機能 - 地図上の任意の位置をスクロール、表示する。

10 車両動態設定機能 - ディスプレイの画面をタッチすることにより車両の動態設定を行う。

その他、ルート検索・表示機能、住所検索機能、電話番号探索機能 等



IP無線に係る標準インターフェイスの標準仕様書（素案）

○ 指令システム及び消救無線-IP無線間の音声接続について、実現方式及び接続仕様の検討結果を基に、要件定
義書、基本設計書及び標準仕様書の素案を作成

○ 令和５年度にかけて前回までの高度化検討会を含む、関係者の意見を踏まえ内容を精緻化・更新していく予定

目次
作成方法 別紙の有無・別紙名

章 項目 記載内容

第1章 目的と概要 標準IF整備に至った背景や、目的 現在までの指令システムの高度化等に係
る検討会における検討経緯を踏まえ作成

（別紙なし）

第2章 データ連携方式の要件 データ連携におけるプロトコル等 消救無線の標準仕様であるTS-1023
※1
を

ベースに接続方式、回線種別等の検討結
果を踏まえ作成

• 別紙1外部インターフェイス一覧

• 別紙2外部インターフェイス項目説明
• 別紙3外部インターフェイス処理説明
• 別紙4外部システム関連図

第3章 機能要件 標準IFを経由したIP無線と指令シス
テム・消救無線との通信により実現
する機能

標準IFを介した通信により実現する機能
（ユースケース）の検討結果を元に作成

（別紙なし）

第4章 電文一覧 送受信される電文の一覧及び電文
の内容

TS-1023をベースに、今回の標準IFで連
携されるデータから変更点を洗い出し、電
文一覧・電文内容を作成

• 別紙5電文一覧

第5章 機能別シーケンス図 システム間で送受信される通信の
順序・方向・仕様電文等の内容

TS-1023をベースに、標準インターフェイ
スにおける接続方式、連携する機器を踏
まえ作成

• 別紙6機能別シーケンス図

第6章 準正常系・異常系 エラー発生時の処理内容、通信競
合時の処理内容等の規定

既存の消救無線における準正常系・異常
系の処理定義と同等の処理をIP無線との
接続においても実施する想定で作成

（別紙なし）

第7章 非機能要件 IP無線を接続した場合に満たすべ
き非機能要件（可用性等）

非機能要求グレード
※2
における定義を元

に求められる要件を整理
（別紙なし）

◼ 標準仕様書（素案）の目次構成
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※1：TTC「消防指令システム -消防救急無線間共通インタフェース仕様」
※2：IPA「非機能要求グレード2018」


